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み手の中で、命がけで…

≪み 手 の な か で≫

中 島　 博

　
数
年
前
、
私
は
ア
メ
リ
カ
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ

主
教
の
墓
前
礼
拝
に
中
高
生
達
と
一
緒
に
赴
い

た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
樹
木
に
囲
ま
れ
た
小

さ
な
丘
の
上
に
あ
る
主
教
の
墓
石
を
前
に
し
た

と
き
、
私
は
激
し
い
衝
動
に
襲
わ
れ

ま
し
た
。
「
こ
ん
な
に
も
遠
い
国
か

ら
、
若
き
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
は
、
伝
道

の
船
出
を
し
た
の
か
！
」
。
そ
れ

は
、
若
き
一
宣
教
師
の
、
ま
だ
見
ぬ

遠
い
ア
ジ
ア
に
向
け
た
深
く
熱
い
伝

道
の
思
い
で
し
た
。
「
命
が
け
で
ア

ジ
ア
伝
道
に
行
こ
う
！
」
と
し
た
青

年
の
心
を
、
中
高
校
生
は
じ
め
、
参

列
者
は
皆
、
感
じ
た
に
違
い
あ
り
ま

せ
ん
。

　
思
え
ば
、
遠
い
遠
い
国
、
日
本
で

展
開
さ
れ
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
主
教
の
生
活
は
、

私
達
の
教
会
や
学
校
を
建
て
る
た
め
に
行
な
っ

た
事
業
の
大
き
さ
に
反
比
例
す
る
か
の
よ
う

に
、
清
貧
な
も
の
で
し
た
。
ま
た
物
質
的
だ
け

で
な
く
、
精
神
的
に
も
、
あ
ら
ゆ
る
雑
事
を
そ

ぎ
落
と
し
て
「
宣
教
」
と
い
う
精
神
活
動
一
点

に
集
約
し
た
敬
虔
な
人
で
し
た
。

　
私
達
の
教
会
や
、
学
校
の
基
と
な
っ
た
人

は
、
き
ら
び
や
か
な
衣
を
ま
と
っ
た

人
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
偉
い

学
者
で
も
な
か
っ
た
。
著
書
も
な
か

っ
た
。
人
々
の
中
に
い
れ
ば
、
こ
の

人
が
日
本
の
聖
公
会
を
建
て
た
偉
い

人
と
は
だ
れ
も
気
づ
か
な
い
よ
う
な

人
だ
っ
た
の
で
す
。
雄
弁
家
で
も
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
訪
問
伝
道
を
務

め
と
心
得
た
、
実
践
と
祈
り
の
人
で

あ
っ
た
と
、
立
教
の
年
史
に
は
記
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
に
日
本
の
聖
公
会
の
魅
力
が

あ
る
と
、
墓
前
で
祈
り
な
が
ら
、
間
違
い
な

く
、
参
列
者
は
皆
、
墓
碑
が
語
り
か
け
て
く
る

思
い
を
共
有
し
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

（
目
白
聖
公
会
信
徒
）
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今週・来週 の 予 定

  ７月１８日～３１日

◇
７
月
の
代
祷
・
信
施
奉
献
先

▽
ア
ジ
ア
学
院
の
働
き
の
た
め
▽
海

の
主
日
（
７
月
第
２
主
日 

７
・
11
）

▽
聖
公
会
八
王
子
幼
稚
園
の
た
め
▽

女
性
の
家
Ｈ
Ｅ
Ｌ
Ｐ
の
た
め

◇
堅
信
受
領

７
月
４
日
　
聖
テ
モ
テ
教
会

▽
芝
田
陽
治
▽
伊
藤
聖
▽
伊
藤
愛
▽

吉
川
珠
江
▽
小
野
暢
久
（
聖
テ
モ
テ
）

◆
教
役
者
レ
ク
イ
エ
ム
　

７
月
21
日
（
水
）
10
時
半

　
　
　
　
　
　
　
　
　
主
教
座
聖
堂

　
　
　
　
　
説
教
　
井
口
　
諭
司
祭

▽
司
祭 

後
藤
粂
吉 

▽
司
祭 

堀
江
議

作 

▽
司
祭 

多
川
幾
造 

▽
執
事 

永
田

保
治
郎 

▽
伝
道
師 

ミ
ス
・
マ
ン
ダ
▽

司
祭
　
Ｅ
・
Ｈ
・
ア
ー
ノ
ル
ド

◆
と
こ
し
え
の
平
安

６
月
11
日
　
吉
見
ウ
タ
子
（
90
）池

袋

１８（日）聖霊降臨後第８主日
　　　　　主教巡回　
　　　　　　聖マリア教会
　　　　　外濠Ｇ教会協議会
　　　　　ハラスメント防止説明
　　　　　会　（聖テモテ）　
　　　　　山手Ｇ教会協議会　
　　　　　環状Ｇ教会協議会
　　　　　多摩Ｇ教会協議会　
１９（月・休）第１１２（臨時）
　　　　　教区会　（主教座）
２１（水）教役者レクイエム
２２（木）財政委員会
２４（土）報告会：エルサレム教
　　　　　区協働委員会
２５（日）聖霊降臨後第９主日
　　　　　主教巡回　真光教会
　　　　　下町Ｇ教会協議会
　　　　　ハラスメント防止研修
　　　　　会　（神愛）　
　　　　　城南Ｇ教会協議会　　
２６（月）ハラスメント防止委員
　　　　　会
２７（火）銀座朝祷会
　　　　　聖職養成委員会
２９（木）礼拝音楽委員会

７
月
７
日
　
阪
本
　
明
夫
（
73
）

　
聖
ア
ン
デ
レ

　
▽
聖
公
会
神
学
院
「
教
会
音
楽
」

集
中
講
座
　
９
月
２
日
（
木
）
～
３

日(

金)

。
講
師
＝
宮
﨑
光
司
祭
、
加

藤
啓
子
。
①
聖
餐
式
の
聖
歌
を
読
む

　
②
聖
餐
式
の
音
楽
の
役
割
・
本
質

　
③
聖
歌
集
は
時
空
を
超
え
た
祈
り

の
宝
庫
　
④
礼
拝
の
歌
「
二
倍
祈
る
」

の
４
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
、
参
加
費
＝
１

セ
ッ
シ
ョ
ン
２
千
円
。
事
前
課
題
あ

り
。
申
込
・
課
題
締
切
＝
８
月
31
日

（
火
）
。
詳
細
照
会
・
申
込
℡
03(

３

７
０
１)

０
５
７
５
・
同
院
。

◇ 

夏
季
キ
ャ
ン
プ
（
１
）

　
▽ 

清
瀬
聖
母
＝
７
月
31
日 (

土)

デ

イ
キ
ャ
ン
プ
・
小
金
井
公
園
＆
教
会

　
▽
聖
マ
ル
チ
ン
＝
８
月
７
日(

土)

～
９
日(

月)

・
湯
の
丸
高
原
シ
ャ
ロ

ー
ム
ロ
ッ
ジ

　
《掲
載
記
事
転
用
の
場
合
は
事
前
連
絡
の
こ
と
》
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◇
第
１
１
２
（
臨
時
）
教
区
会
開
催

　
次
期
東
京
教
区
主
教
選
出
の
た
め

の
臨
時
教
区
会
は
、
明
19
日
（
月
・

休
）
９
時
か
ら
17
時
、
聖
ア
ン
デ
レ

主
教
座
聖
堂
で
開
会
聖
餐
式
を
も
っ

て
開
始
さ
れ
る
。
続
い
て
同
聖
堂
を

議
場
に
、
議
長
・
植
田
仁
太
郎
教
区

主
教
に
よ
り
、
教
役
者
議
員
・
各
教

会
信
徒
代
議
員
の
出
席
で
議
事
が
進

め
ら
れ
る
。
書
記
に
は
中
川
英
樹
司

祭
と
菅
原
裕
治
司
祭
が
当
た
る
。

信
仰
と
生
活
委
員
会
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
月
８
日
）

＊
聖
書
の
分
か
ち
合
い

＊
宣
教
主
事
報
告

＊
各
委
員
会
・
教
会
グ
ル
ー
プ
な
ど

の
報
告
。

＊
８
月
28
日
（
土
）
に
聖
公
会
神
学

院
で
「
学
び
の
デ
イ
キ
ャ
ン
プ
『
裸

足
の
宣
教
～
日
本
聖
公
会
宣
教
１
５

０
周
年
記
念
聖
餐
式
カ
ン
タ
ベ
リ
ー

大
主
教
説
教
を
通
し
て
学
ぶ
～
』
」

を
開
催
。

＊
Ｃ
Ｏ
Ａ
と
共
催
す
る
中
高
生
夏
期

キ
ャ
ン
プ
の
費
用
に
つ
い
て
は
計
画

書
に
基
づ
き
予
算
を
立
て
て
支
出
。

＊
そ
の
他
　
　

　
　

　
▽
プ
レ
宣
教
協
議
会
・
東
京
教
区

代
表
５
人
　
浅
見
国
貴
（
信
仰
と
生

活
委
員
会
）
・
大
畑
喜
道
司
祭
（
正

義
と
平
和
協
議
会
）
・
黒
澤
圭
子

（
常
置
委
員)

・
卓
志
雄
司
祭
（
青
年

担
当)

・
横
倉
正
義
（
財
政
委
員
会
）

が
決
ま
り
、
８
月
18
日
～
20
日
に
、

箱
根
ス
コ
ー
レ
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
で
開

か
れ
る
同
協
議
会
へ
向
け
て
、
６
月

30
日
に
常
置
委
員
長
等
と
準
備
会
を

行
っ
た
。
次
回
は
８
月
３
日
。

《
今
、
こ
の
教
会
で
は
…
》

 

　
　
　
　
　
　
　
聖
ア
ン
デ
レ
教
会

　
や
や
食
傷
気
味
な
言
葉
だ
が
、
わ

れ
ら
が
目
指
す
は
「
持
続
可
能
な
」

教
会
だ
と
考
え
る
。
常
に
再
生
産
し

な
が
ら
新
し
く
な
っ
て
い
く
教
会
。

　
そ
の
原
動
力
が
「
子
ど
も
と
祝
う

ユ
ー
カ
リ
ス
ト
」
だ
。
既
に
10
年
以

上
続
け
ら
れ
、
関
わ
っ
た
多
く
の
人

々
が
豊
か
な
恵
み
を
い
た
だ
き
、
教

会
に
根
づ
い
て
い
る
。
初
期
の
子
ど

も
た
ち
は
既
に
中
高
生
や
大
学
生

で
、
礼
拝
奉
仕
を
は
じ
め
教
会
の
諸

活
動
で
大
活
躍
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
ジ
ャ
ズ
や
寄
席
、
浅
草
聖

ヨ
ハ
ネ
教
会
の
給
食
活
動
支
援
な
ど

外
に
向
け
た
様
々
な
行
動
が
、
新
た

な
働
き
手
を
教
会
に
巻
き
込
み
根
付
か

せ
る
た
め
の
、
も
う
一
つ
の
原
動
力

に
な
っ
て
い
る
。
　   

（
鈴
木
幸
夫
）
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【
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
】
55

　
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
研
修
会

　
に
参
加
し
て

　
梅
雨
の
合
間
の
一
日
、
葛
飾
茨
十

字
教
会
に
て
「
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
の
心

得
」
と
い
う
、
期
待
が
高
ま
る
テ
ー

マ
で
研
修
会
が
開
か
れ
た
。

　
同
教
会
管
理
牧
師
・
下
条
裕
章
司
祭

の
「
目
配
せ
で
司
祭
の
気
持
ち
が
分
か

る
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
に
な
っ
て
欲
し
い

…
」
と
の
言
葉
が
印
象
に
残
る
お
話

で
会
は
始
ま
っ
た
。
午
前
中
は
講
師

で
あ
る
聖
パ
ウ
ロ
教
会
オ
ル
ガ
ニ
ス

ト
佐
藤
礼
子
先
生
に
、
ご
自
身
の
体

験
を
通
じ
て
、
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
は
ど

う
あ
っ
た
ら
良
い
か
？
　
何
を
ど
う
い

う
気
持
ち
で
練
習
す
れ
ば
良
い
か
？
　

具
体
的
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
て
内
容

の
濃
い
お
話
を
し
て
い
た
だ
い
た
。

　
「
理
性
と
感
性
両
方
が
必
要
と
さ
れ

る
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
だ
が
、
感
性
は
色

々
な
礼
拝
に
出
席
し
、
感
動
を
覚
え

る
こ
と
で
磨
か
れ
る
。
感
性
は
音
に

な
っ
て
現
れ
る
が
、
技
術
性
だ
け
で
は

な
く
、
音
楽
性
の
優
れ
た
奏
楽
は
感
動

を
礼
拝
に
も
た
ら
し
、
よ
り
良
い
賛

美
を
捧
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
音
楽
性
は
ど
う
や
っ
て
高
め
て
ゆ
け

る
か
？
　
外
か
ら
の
刺
激
や
、
自
分

を
客
観
視
す
る
こ
と
、
そ
し
て
、
内

か
ら
の
祈
り
が
探
究
心
を
生
み
、
探

究
心
が
練
習
を
生
み
育
て
ら
れ
る
。

　
人
数
も
、
年
齢
も
、
そ
の
時
の
テ

ー
マ
も
違
う
一
回
一
回
の
礼
拝
で
、

如
何
に
会
衆
の
祈
り
を
神
へ
の
よ
り

良
い
賛
美
と
し
て
捧
げ
る
こ
と
が
で

き
る
か
、
一
生
辿
り
着
け
な
い
ゴ
ー

ル
に
向
か
っ
て
い
る
…
」
と
い
う
先

生
の
お
話
に
、
礼
拝
を
聴
き
、
感
じ

る
こ
と
を
大
切
に
し
て
、
そ
こ
に
生

ま
れ
る
祈
り
の
心
で
奏
楽
の
ご
奉
仕

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
思
い

を
強
く
し
た
。

　
午
後
は
、
司
式
者
、
奏
楽
者
の
立

場
で
礼
拝
音
楽
委
員
の
方
々
が
パ
ネ

リ
ス
ト
に
な
り
、
佐
藤
先
生
の
司
会

で
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行

わ
れ
た
。
「
聖
歌
の
選
曲
」
「
新
し

い
聖
歌
」
「
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
会
の
持

ち
方
」
「
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
の
心
得
」

等
、
よ
り
具
体
的
な
内
容
で
、
教
区

内
の
教
会
そ
れ
ぞ
れ
の
環
境
の
違
い

に
改
め
て
思
い
を
い
た
す
時
だ
っ

た
。
そ
の
後
、
近
隣
教
区
、
他
教
派

の
方
を
交
え
た
参
加
者
は
、
小
グ
ル

ー
プ
で
分
か
ち
合
い
の
時
を
も
ち
、

夕
の
祈
り
を
共
に
捧
げ
て
、
実
り
多

い
研
修
会
の
一
日
を
終
え
た
。

清
瀬
聖
母
教
会
　
　
　

  

小 

森 

陽 

子

　
《掲
載
記
事
転
用
の
場
合
は
事
前
連
絡
の
こ
と
》


